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（
公
的
支
援
に
係
る
借
入
金
債
務
の
返
済
等
の
方
針
）

第
三
十
四
条

特
定
事
業
者
は
、
事
業
会
社
株
式
に
係
る
譲
渡
収
入
か
ら
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
支
給

法
人
に
納
付
し
た
金
額
を
控
除
し
た
残
額
（
当
該
残
額
の
運
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
益
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、

ま
ず
水
俣
病
に
係
る
損
害
賠
償
債
務
及
び
公
的
支
援
に
係
る
借
入
金
債
務
に
充
当
し
、
次
に
環
境
大
臣
が
指
定
す
る

債
務
及
び
認
可
事
業
再
編
計
画
の
遂
行
に
必
要
な
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
の
振
興
等
）

第
三
十
五
条

政
府
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
必
要
に
応
じ
、
特
定
事
業
者
の
事
業
所
が
所
在
す
る
地
域
に
お
い

て
事
業
会
社
が
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
等
に
よ
り
地
域
の
振
興
及
び
雇
用
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

（
健
康
増
進
事
業
の
実
施
等
）

第
三
十
六
条

政
府
及
び
関
係
者
は
、
指
定
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
健
康
の
増
進
及
び

健
康
上
の
不
安
の
解
消
を
図
る
た
め
の
事
業
、
地
域
社
会
の
絆き

ず
なの
修
復
を
図
る
た
め
の
事
業
等
に
取
り
組
む
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
及
び
関
係
者
は
、
関
係
事
業
者
が
排
出
し
た
メ
チ
ル
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
を
将
来
に
わ
た
っ
て
防
止
す
る

た
め
、
水
質
の
汚
濁
の
状
況
の
監
視
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
調
査
研
究
）

第
三
十
七
条

政
府
は
、
指
定
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
者
（
水
俣
病
が
多
発
し
て
い
た
時
期
に

胎
児
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
「
指
定
地
域
等
居
住
者
」
と
い
う
。）の
健
康
に
係
る
調
査
研
究
そ
の
他
メ
チ
ル
水

銀
が
人
の
健
康
に
与
え
る
影
響
及
び
こ
れ
に
よ
る
症
状
の
高
度
な
治
療
に
関
す
る
調
査
研
究
を
積
極
的
か
つ
速
や
か

に
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
指
定
地
域
等
居
住
者
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
又
は
私
生
活
若
し
く
は
業
務
の
平
穏

が
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
適
切
な
配
慮
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
は
、
第
一
項
の
調
査
研
究
の
実
施
の
た
め
、
メ
チ
ル
水
銀
が
人
の
健
康
に
与
え
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
、
効
果
的
な
疫
学
調
査
、
水
俣
病
問
題
に
関
す
る
社
会
学
的
調
査
等
の
手
法
の
開
発
を
図
る
も
の
と
す
る
。

４

関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
第
一
項
の
調
査
研
究
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章

罰
則

第
三
十
八
条

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若

し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
九
条

第
二
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
二
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又

は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
者

二

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し

く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

三

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
支
給
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
者

第
四
十
一
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
、
第
三
十
八
条
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人

又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
四
十
二
条

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又

は
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の

公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

美
し
く
豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
た
め
の
海
岸
に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全
に
係
る
海
岸
漂
着
物
等
の

処
理
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
一
年
七
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

（
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
環
境
庁
長
官
」
を
「
環
境
大
臣
」
に
、「
平
成
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
を
「
水
俣
病
被
害
者

の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
の
施
行
の
日
か
ら
当
分
の
間
」
に
、「
附
則
第
十
二
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
昭
和
六

十
二
年
八
月
三
十
一
日
以
前
に
」
を
削
り
、「
し
て
い
た
」
を
「
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
よ
り
環
境
庁

長
官
が
受
け
た
申
請
に
関
し
」
を
「
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
附
則
第
十
二

条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
改
め
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
認
定
審
査
の
促
進
）

第
四
条

県
知
事
等
は
、
認
定
等
の
申
請
を
し
た
者
で
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
迅
速
か
つ
公
正
確
実

な
救
済
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
と
協
議
の
上
、
環
境
大
臣
に
対
し
て
、
当
該
認

定
等
の
申
請
に
係
る
事
案
を
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

県
知
事
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
案
を
移
送
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
移
送
に
係
る
認
定
等
の
申
請

を
し
た
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
案
が
移
送
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
移
送
に
係
る
認
定
等
の
申
請
を
し
た
者
は
、
第
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
に
対
し
て
申
請
を
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
第
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
」
を
「
附
則
第
六
条
」
に
、「
附
則
第
十
二
条
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
、「
附

則
第
十
八
条
」
を
「
附
則
第
八
条
」
に
改
め
る
。

（
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
認
定
に
関
す
る
処
分
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
水
俣
病
の
認
定

業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
認
定
に
関
す
る
処
分
と
み
な
す
。

（
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
百
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
百
十
七
条
の
二

水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
百
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
環
境
大
臣
」
を
「
審
理
員
」に
、

「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、「
同

法
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
七
条
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
第
三
十
三
条
」
に
、「
当
該
異
議
申
立
て
」
を
「
当
該
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

佐
藤

勉

財
務
大
臣

与
謝
野

馨

環
境
大
臣

斉
藤

鉄
夫

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎
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